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食・観光サービス分野の省エネ事例集

はじめに

　平成２７年７月に策定された長期エネルギー需給見通し（エネルギー

ミックス）では、石油危機後と同等のエネルギー効率改善を実現し、

２０１３年度を基準として２０３０年度に原油換算で５，０３０万ｋL程度の

省エネルギーを達成するという野心的な目標が設定されました。

　当省では、この目標達成に向け、エネルギーの使用の合理化等に関

する法律（省エネ法）に基づく事業者クラス分け評価制度の導入、製

造業向けのトップランナー制度の業務部門への拡大、省エネ相談地域

プラットフォーム等による省エネ診断、補助金などの助成制度を通じて

事業者の省エネ取組を支援しています。

　今回、北海道の強みの一つである「食」、「観光サービス」分野に絞

り、省エネに関して省エネ設備導入のための初期投資が調達できな

い、どうすれば省エネできるかについて情報が不足、従来からのやり方

を変えることへの抵抗等といった「省エネバリア」とその克服方法に着目

して省エネの先進的・効果的な取組事例を取りまとめました。

　「食」、「観光サービス」に関わる特定事業者あるいは中小小規模事

業者の皆様に参考にしていただければ幸いです。

　また、「食」、「観光サービス」分野以外の、他分野においても活用でき

る取組も多く掲載されています。

　本書で紹介する取組が、道内事業者の更なる省エネ推進の一助と

なることを期待しています。

	 平成２９年２月
	 経済産業省北海道経済産業局
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DATA▶省エネ効果

● 省エネ法に関する報告書を作成
した際、電力やガスなどのエネル
ギーが無駄に消費されているこ
とに気づき、日頃からこの無駄を
何とかしたいと考えていました。労
働環境を維持する空調設備や、
商品を保管する冷凍設備などが
老朽化してきていたことが主な原
因ですが、そのような中、省エネ
に関する説明会などに参加して
省エネに関する支援制度などを
学ぶ機会があり、補助金が活用
できるかもしれないと分かり、省エ
ネを計画的に進める契機となりま
した。

●千歳第一工場は昭和61年に
1号棟が、平成4年に2号棟が、
平成13年に3号棟が竣工し、老
朽化した空調設備や冷凍設備
の更新を迎えておりました。第一
段階として工場の冷凍庫につい

株式会社もりもと

機器メーカー等の
専門家を巻き込み省エネを推進

て、新冷媒R410Aに対応したイ
ンバーター制御付き設備へ更新
することで、省エネルギーを図りま
した。また、併せて直営店舗3店
について照明をLED灯に更新し
ています。

●省エネ設備導入のための初期
投資が調達できない懸念があり
ましたが、補助金を活用すること
で省エネ設備の導入が進みまし
た。また、専門的な知識の不足も
あったことから、省エネ機器メー
カーを巻き込んだ話し合いを設け
ることで、省エネ機器に関する知
識を深めることができました。この
ため、経営者にも省エネの重要
性を伝えられ、省エネに関する投
資に理解を得ることにつながった
と考えています。

● 空調管理や古い設備機器の入
れ替えによる労働環境の整備、
商品に対し適切な温度管理がで
きるような設備の維持等、老朽
化した設備の適正化を計画して
います。例えば、プレハブの冷凍
機や空調設備等の高効率化な
どについては、省エネルギーセン
ターの「無料省エネ診断」を活用
して、計画的な整備につなげた
いと考えています。

取組の経緯

省エネバリアとその克服

今後の取組計画

12.4%
削 減

■インバーター制御
モーターの電源周波数を自在
に変えることでモーターの回転
数を制御する装置です。例えば
エアコンやファンなどでは、イン
バーターによる風量調節によ
り、従来のダンパー制御に比べ
て無駄なエネルギー消費を抑
え、省エネにも貢献しています。

ことばチェック！

■省エネルギー効果（エネルギー使用量） 
　エネルギー効果バランス図

（原油換算）

導入前
（平成27年度）

導入後
（平成28年度）

■投資効果（高効率冷凍機）
 ● 投資回収年数は約11年を予定
 ● 店舗照明のLED化で電力使用量が約21％

削減

■活用補助金
 ● エネルギー使用合理化等事業者支援補助金
　（経済産業省）

設備導入運用改善

（kL）
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業 種

具体的な取組概要

現行使用されている代替フロン
R22が規制対象となっていて、
2004年に生産の総量規制が
執られ、2020年には生産全廃と
なっています。工場で使用してい
る冷凍設備24台を従来の冷媒
HCFC（R22）対応の一定速冷
凍機から、オゾン層を破壊しない
冷媒R410Aに対応したインバー
ター制御付きの設備に更新しまし
た。更新に際しては、経済産業省
の「エネルギー使用合理化等事
業者支援補助金」を活用し、冷凍
設備の更新と照明のLED化を図
りました。

パン・菓子製造業

【会社情報】

■所在地／〒066-0062
　　　　　千歳市千代田町4丁目12-1
■代表者／代表取締役    森本 吉勝
■お問い合わせ／TEL 0123-23-4181
■URL／
　http://www.haskapp.co.jp/

特選素材、なかでも地元の素材を
活かした美味しくて買いやすいお菓
子・パンをお客様に届けており、伝
統に根ざした技術や理念の体系を
しっかりと守っていくこと、つねに新
しい発想や試みを果敢に志向して
いくこと、この二つをバランス良く両
立することを目指しています。

一定速冷凍機をインバーター
制御付き冷凍機に

インバーター制御付冷凍機

冷凍機（冷凍庫内部）

店舗の照明をLED化

直営店舗３店の電球をLED灯に
更新しました。店内が明るくなっ
たことで、商品も見やすくなりお
客様の評判もいいですし、店員
も明るく接客させていただいて
おります。また、これまでは、安
定器などが故障して数日間は点
灯出来ない状態が続くことがあ
りましたが、そのような事がなく
なったため従業員からも替えて
良かったと言われております。

現状把握を行い高効率化を目指
すためにはどうすべきかを、省エネ
機器メーカーのダイキン工業㈱を
巻き込んで話を進めてきました。
社内の限られた担当者では考え
られる範囲は限られていますの
で、省エネ機器メーカーには専門
性を持ったアドバイザーのような
視点で客観的に見ていただくこと
が良いと思います。

専門性を持った客観的視点

今後は、冷凍機や空調設備等の
高効率化などを進める計画があり
ますので、省エネルギーセンターの

「無料省エネ診断」を活用するこ
とで、計画的な整備につなげられ
ると思います。

無料省エネ診断

千歳市

燃料
転換 空調 ESCO EMS照明高効率

機器
補助金
活用



4

DATA▶省エネ効果

北海道ワイン株式会社

エネルギーを見える化し
社員参加型のEMS活動を実践

●生産量が急激に増えたことから、
仕込みのピークに最大デマンドを
超えることがあり、電気代がかな
りの負担になっていました。この
ため、電気を多量に消費してい
る照明のＬＥＤ化や冷凍コンテナ
の効率化等の実施を検討してい
ました。

●地球温暖化防止策への取組を
重視しボイラー燃料を重油から
LPGに変換しましたが、燃料価
格が高騰したことから高効率な
空調･給湯システムの検討を行
い、平成23年2月、ワイン冷却排
水（地下水）の熱を有効に活用
するため、ヒートポンプ空調・給湯
システムを導入しました。

●これを機に、受電設備や照明、
冷凍機なども視野に入れた本格
的な省エネ、特に節電による経
費削減に着手しました。そのよう
なタイミングで参加した関連セミ

ナーの場で省エネ診断を紹介さ
れ受診することになりました。診
断結果報告書に基づきデマンド
監視による最大電力の低減や
冷凍コンテナの設定温度の適
正化、高効率照明への更新等を
実施しました。

● 設備投資をしてもその回収に10
年以上かかるのでは投資効果
が小さいといえます。これまでの
企業からの提案はどれも回収年
数が10年以上でしたが、8年で
回収可能という提案により設備
投資に踏み切ることができまし
た。加えて、環境省のCO2削減
関連の補助金をタイミングよく活
用できたことも大きな動機となり
ました。

● 節電による経費削減を検討して
いた時期に、参加した関連セミ
ナーの場で省エネルギーセンター

の省エネ診断制度を知りました。
診断を受けたことで設備更新に
つながり、経費削減が図られまし
た。

● 省エネ・節電に関して、設備投資
の具体的な計画はありませんが、
今後も「社員参加型のEMS活
動」を実践していきます。

取組の経緯

省エネバリアとその克服

今後の取組計画

設備導入

■ＥＭＳ
電気やガスなどのエネルギー
の使用状況を適切に把握・管
理（見える化）し、エネルギーの
削減につなげるシステムです。
データを表示して利用者の省
エネ行動につなげるケースか
ら、自動的に使用量を調整す
る機能を持つ例まで様々あり
ます。 （Energy Management 
System）

ことばチェック！

0 200 300 400100

347.9kL

295.4kL
15.1%
削 減

■省エネルギー効果（エネルギー使用量） 
　エネルギー効果バランス図

（原油換算）

導入前
（平成25年度）

導入後
（平成27年度）

■投資効果
 ● 投資回収年数は約８年を予定
 ● 電力使用量に特化した場合約27％削減

■活用補助金
 ● エネルギー使用合理化等事業者支援補助金
　（経済産業省）
 ● CO2排出抑制対策事業（環境省）

運用改善

（kL）
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業 種

具体的な取組概要

平成23年、ワイン冷却排水（地
下水）の熱を有効利用するため、
ヒートポンプシステムによる工場
内の機械洗浄用温水の給湯シス
テム、事務所他の空調に利用す
る省エネシステムを導入しました。

個別設備の効率化対策として、
工場やギャラリーの照明器具をは
じめ受電設備や冷凍コンテナの
冷凍機の高効率化などを実施し
ました。同時に、ＥＭＳを導入し、

冷凍コンテナに直付けされ個々
に運転されていた冷凍機を、中央
で運転監視・制御ができるように
しました。これにより、デマンドを監
視し、冷凍機を間欠運転するなど
の運用管理が行えるようになり、
デマンド制御による最大電力の
低減と事業所全体の省エネが進
みました。

警報設定値を状況に合わせて最
適値に合わせる運用改善や、冷
やし過ぎであったコンテナ冷凍庫
の温度設定の見直しなどを実施
しました。

酒類製造業

【会社情報】

■所在地／〒047-0154 
　　　　　小樽市朝里川温泉1丁目130番地
■代表者／代表取締役    嶌村 公宏
■お問い合わせ／TEL 0134-34-2181
■URL／
　http://www.hokkaidowine.com/

すべての基本は「風土」と「自然」に
あり、その四季折々のうつろいを自
然体で生きることから始まると考え
ており、北海道の自然と、大切に育
てられた葡萄や果実を、愛情を込
めてありのままに「ワイン」にするを
基本コンセプトとし、日々実践して
います。

ヒートポンプシステムに
よる空調･給湯システム

ＥＭＳの導入による
運転の監視と制御

デマンド監視装置の
活用

現状把握を行う「見える化」、ある
べき姿と現状とのギャップを評価
する「分かる化」、ギャップを解消
するための「最適化」活動を継続
させるPDCAの仕組みを構築しま
した。

見える化、分かる化、最適化

ＥＭＳで得られたデータは、エネル
ギー管理者が利用するのみなら
ず、各拠点のホールに設置したモ
ニターに節電目標・エネルギー使
用状況を表示し、職員や施設利
用者などに「見せる」ことで、節電
に関する情報共有及び関係者
の意識改善につなげる「参加型
のEMS」活動を実施しています。

参加型のEMS活動の実施

小樽市

水熱源ヒートポンプ

冷凍コンテナ・冷凍機

空調 ESCO照明高効率
機器

燃料
転換 EMS 補助金

活用
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DATA▶省エネ効果

株式会社丸中しれとこ食品

高効率冷凍機を導入し
省エネと処理量アップで増収に

● 水産加工業において、全消費エ
ネルギーに占める冷凍庫関連の
消費電力はかなりの比率である
ことから、冷凍庫関連のエネル
ギーの削減が経営の課題となっ
ていました。また、繁忙期に連日
揚がる鮭の処理能力を向上させ
ることは経営にも直結しており、
凍結処理が速ければ買い付けも
増やせること、凍結処理量が増
えれば増収につながることから、
凍結能力に優れる冷凍庫の導
入を検討していました。

● 当社には譲り受けた比較的古い
冷凍庫が有り、高効率の設備へ
の更新を計画していたところ、設
備会社からの提案があったため
高効率冷凍機を導入、熱交換
設備も高効率な設備に更新しま
した。

● 省エネ関連の説明会等の開催
は、当社の繁忙期と重なることが
多くなかなか参加できません。
また、地方にある事業所にとっ
て、どうすれば省エネができるか
についての情報が不足している
ほか、省エネルギー機器の情報
も少ないと感じています。

● 処理量が増えれば増収につなが
ることから、凍結能力の増強を検
討していたところ、設備会社の井
戸冷機工業㈱から設備更新の
提案があり、省エネと経営改善
につなげることができました。

●  工場の省エネに関しては機器の
更新はほぼ終了しましたが、一
部冷凍庫は築年数も経っている
ことから断熱性能が落ちており、
改修に関し何らかの支援措置が

あれば検討したい。また、札幌支
社の冷凍庫の更新も計画的に
進めていきたい。

● 今後も、先進的技術への投資を
積極的に展開し、大自然、北海
道知床の企業として、地球環境
及び資源保護への貢献と収益
を同時に追求していきたい。

取組の経緯 省エネバリアとその克服

今後の取組計画

運用改善 設備導入

■低凝縮圧縮運転
凝縮圧力を下げて運転できれ
ば、省エネにつながることは一
般的に知られていましたが、凝
縮圧力を下げると冷媒液温度
が下がり、分流器手前のガス
量減少にともなう流体速度が
低下し、冷媒分流が不均等に
なるなどの不具合が発生してい
ました。新しい冷凍システムを
開発することで、低凝縮圧力運
転を実現しました。

ことばチェック！

0 500 750 1,000 1,250 1,500250

1,247.3kL

996.4kL
20.1%
削 減

■省エネルギー効果（エネルギー使用量） 
　エネルギー効果バランス図

（原油換算）

導入前
（平成24年度）

導入後
（平成27年度）

■投資効果
 ● 投資回収年数は約６年を予定
 ● CO2排出量は約30％削減

■活用補助金
 ● 地域工場･中小企業等の省エネルギー設備
　導入補助金（経済産業省）
 ● エネルギー使用合理化等事業者支援補助金
　（経済産業省）（kL）
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業 種

具体的な取組概要

5台の冷凍機を高効率冷凍機に
更新することによって、消費電力
240kWを223kWに下げ、かつ
冷凍能力を352kWから423kW
に上げることが可能となりました。
特に冷涼な北海道において、低
凝縮圧力運転をおこなうことで、
一般的な冷凍システムに比べて
年間総使用電力量を40％以上
削減可能となりました。

これまでの熱交換器は、熱交換
器の構造上、多回路に均等に冷
媒を分流する技術が確立されて
いなかったことから、有効伝熱面
積に対し利用可能な実伝熱面積
は50％程度と小さい結果となり
ました。これに対し、高効率熱交
換器は適正な冷媒過熱域を担保
しても、多回路に冷媒を均等に

分流することができるので、ほぼ
100％有効伝熱面積を利用する
ことができます。これにより冷媒と
空気の温度差を小さくできるので
冷凍機の吸い込み圧力を高く、つ
まり冷凍機の運転効率を高く運
用することが可能となりました。

工場や事務所の照明をLED灯
に更新しました。特に工場の照
明器具は天井高にあることも多
いので、照明の取替えには危険
が伴っていたことから、高寿命の
LED照明は従業員からの評判も
よくなりました。

水産食料品製造業

【会社情報】

■所在地／〒099-4111 
　　　　　斜里郡斜里町前浜町3番地
■代表者／代表取締役社長    中村 嘉成
■お問い合わせ／TEL 0152-23-4488
■URL／
　http://marunakashiretoko.com/

世界自然遺産に登録された知床・
斜里町で、恵まれた大自然を大切
に最上のおいしさを求め続けてお
り、北海道、知床の厳しくそして雄
大な自然で育った、旨さが光る鮭を
はじめとした海産物を、皆様のご家
庭に届けています。

低凝縮圧力運転を行う
ことで電力を削減

ほぼ100％有効伝熱面積
を利用する熱交換器

照明のLED化

繁忙期の処理能力を向上させ、
省エネを実現することは水産加
工場の課題となっています。当該
事例のように、省エネでかつ冷凍
庫の処理能力も増やすことが可
能で投資回収年数も約6年であ
ることから、補助金を活用するこ
とで高効率冷凍庫･熱交換器の
導入は検討に値するのではない
でしょうか。

高効率冷凍庫･熱交換器の導入

熱交換器

冷凍機

斜里町

燃料
転換 空調 ESCO EMS照明高効率

機器
補助金
活用
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DATA▶省エネ効果

春雪さぶーる株式会社

省エネニュースや取組結果の掲示等で
職場内の省エネ意識を向上

● 工場のエネルギーの99％を占
める重油と電気のエネルギー削
減・管理が重要であったことから、
平成18年10月「省エネルギープ
ロジェクト」を発足させ、工場棟
1棟毎の生産量・稼働時間・物
的生産性等とエネルギー消費を
関連付けてエネルギーの見える
化を基本に推進するとともに、省
エネに係る様々な設備更新を計
画・実施してきました。

●  特に工場棟3棟の内、築４１年
（昭和49年建設、60年増改
築）の建物および設備が老朽
化し、エネルギーロスが多いと推
測されたこと、蒸気・電気配線系
統等不明な部分があったことか
ら、3棟の工場棟の日々のエネル
ギー消費量を把握（見える化）す
ることが重要と考えていました。

● 加えて、東日本大震災後、電気
料金が上昇し、会社の収支に大

きく影響がでたことから、さらに省
エネの取組を加速させました。

●  投資金額の回収期間が長期に
なるものは実施しにくい。

● 全体では測定できるが個別の機
器に計測装置がないことから、効
果が明確に判りにくいものは更
新を進めにくい。

●  新しい設備に関しては実績が判
らないので、メーカー等からの説
明は受けるが実施はしにくい。

　以上から、トップのリーダーシップ

と事務局の資料のまとめ（見せ
方）が重要と考えています。

●  主な工場棟が築４０年を超え、付
帯する生産設備も古いものが多
いため、「中長期エネルギー計
画」を策定し順次更新を計画し
ています。

●  排水処理場に前処理設備を設
置して処理場の負荷を低減さ
せ、処理に関わるブロワー電力
の削減を行います。

●  変圧器を含む高効率設備の更
新を検討します。　

●  引き続き工場照明器具のLED
照明への切換えを順次行います。

●  機械の廃熱、地下水の利用、熱
交換器の廃熱利用などを検討し
ます。

● コージェネレーションシステムの
導入を検討します。

取組の経緯

省エネバリアとその克服

今後の取組計画

運用改善

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500

1,920kL

1,757kL
8.5%
削 減

■省エネルギー効果（エネルギー使用量） 
　エネルギー効果バランス図

（原油換算）

導入前
（平成23年度）

導入後
平成24年度から
27年度の平均

■投資効果（高効率ボイラー）
 ● 投資回収年数は約7年を予定

■活用補助金
 ● エネルギー合理化等事業者支援補助金
　（経済産業省）

設備導入

（kL）

蒸気ボイラー

（ ）
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業 種

具体的な取組概要

デマンドコントロールの自動化（ピー
ク時カット用発電機併設）、自動計
測装置の設置、冷却設備、空調設
備の更新、コンプレッサーの分散
化、５５ｋW×2基のコンプレッサー
をインバーター付き55kW×1基、
37kW×1基に更新しました。

当初は貫流ボイラー３基に水量計・
油量計を設置し、日々それぞれの
蒸発効率を管理して、効率の高い
ボイラーを優先して運転し、併せて
ボイラーの更新時期の検討を行な
い、離れた建物への蒸気の供給は
ロスが多いことから、その建物の近
辺に専用ボイラーを設置・分散化し
ました。冬期間、外気温度が－５℃
になると生産にかかわらず、休日、
夜間でもボイラーを自動で暖機運
転に切り換えています。人の操作か
ら自動運転に変更したことでロスが
減少しました。ヘッダーに電動弁を

採用し、圧力制御により自動運転に
したことでロスが減少しました。
現在は高効率ボイラー（環境負荷
低減ボイラー）へ変更と併せ重油か
らＬＰＧへの燃料転換を図り、環境
への配慮を進めています。

平成26年に受電室の高効率変圧
器2基を更新したほか、改善効果の
大きい外灯について水銀灯から順
次LED化を実施しました。また、使
用時間の少ない場所やつけっぱな
しの恐れのある場所の照明設備に
人感センサーを設置しました。
事務棟の断熱材は老朽化で効果
が全くないので更新しました。更に
照明の使用時間も長い（8時間以
上）のでLED化したほか、空調の温
度セット、運転時間の集中管理を
実施するため集中管理システムを
導入しました。
冷却効果を高め、より省エネルギー
な運転を行うため、空調・冷凍機の
室外機に遮光シートを設置し、それ
に直接散水を実施しています。

食肉製品製造業

【会社情報】

■所在地／〒059-1433 
　　　　　勇払郡安平町遠浅40番地1
■代表者／代表取締役社長　鹿嶋 健夫
■お問い合わせ／TEL 0145-26-2280
■URL／
　http://www.saveur.co.jp/

グループ会社が「全ての資源を慈
しみ／有効に活用し／環境負荷の
最小化を常に考え／かけがえのな
い自然環境との／やさしい調和を
目指す」の環境方針の下、様々な
取組を実践しています。
恵み豊かな自然から生み出される
食材を慈しむ私たちは、「環境への
配慮」を優先し、自然とのやさしい
共生を目指しています。

省電力化

ボイラー燃料の
消費量把握と改善

その他設備の更新等

省エネルギーニュースの発行や、
工場合同省エネ会議の毎月開
催、各職場別に省エネ取り組みメ
ニュー（毎月）の結果報告、各職
場の取り組み結果の掲示により、
職場内での省エネに対する意識
を高めることができます。

省エネに対する意識の向上

電力ピークの平準化を図るため、
各職場の昼休み休憩に時差体
制を導入したほか、照明のLED化
や照明設備に人感センサーを設
置するなど、少ない設備投資で省
エネ効果を高めることができます。

少ない設備投資での省エネ効果

取り組み結果の掲示

安平町

ESCO EMS照明高効率
機器

燃料
転換 空調 補助金

活用
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DATA▶省エネ効果

帯広大正農業協同組合

照明のLED化で馬鈴薯の
緑化を防ぎ経費も削減

● 以前から、エネルギーのほとんど
を占める電気代の削減が喫緊
の課題となっていました。背景に
は、地球環境温暖化の影響が
深刻化し、農産物の品質管理も
これまでの自然換気等から冷凍
機等の導入による管理が必要と
なってきております。冷媒につい
てもノンフロン・低GWP（地球温
暖化係数）フロン製品への転換
が求められております。

● このため、平成26年に補助金を
活用して馬鈴薯の貯蔵施設（倉
庫）を新設し高効率の冷凍機を
導入するとともに、既設の倉庫に
もダクトにより冷熱を供給しまし
た。併せて、貯蔵施設の照明の
LED化や井戸の汲み上げポンプ
にインバーターを導入しました。

●  農協における自然冷媒式の冷
凍機の導入は道内でも事例が
少なかったこと、また、導入や更
新には予め予算付けしなければ
ならないなど、課題が山積して
いました。このような中、ヨコレイ

（横浜冷凍㈱）の視察や農林
水産省の補助金の活用が契機
となって、一気に導入プランが
進みました。

●  今後は、夏場の大根の貯蔵室な
ど既設の冷凍機の更新（7室）を
検討しています。

●  冷凍庫のデフロスト（霜取り）は
現在、時間差でデマンド対応をし
ていますが、散水デフロストの導
入による経費削減や各施設の
稼働時間開始のローテーション
の検討などのデマンド対策により

経費の削減を図ります。取組の経緯 省エネバリアとその克服

今後の取組計画

運用改善 設備導入

0 200,000100,000 300,000 400,000 500,000 600,000

583,176kWh

502,128kWh
13.9%
削 減

■馬鈴薯の緑化
馬鈴薯は光（蛍光灯も含む）に
当たり、緑色に変色（緑化）する
ことで、有毒とされるソラニンや
チャコニン、ソラマリンなどのグリ
コアルカロイドが生成されます。
このため、暗い場所で、また出
来るだけ新陳代謝を抑えるため
に低温（3～5℃程度）で、かつ
適度な湿度のある場所で保存
することが必要です。

ことばチェック！

■省エネルギー効果（電力使用量） 
　エネルギー効果バランス図

導入前
（平成24年度）

導入後
（平成27年度）

■投資効果
 ● 冷凍機を新規に導入したにもかかわらず、
　照明のLED化やポンプのインバーター化
　などで電力の使用量で約14％削減
　
■活用補助金
 ● 強い農業づくり補助金（農林水産省）

（kWh）

大正野菜のオリジナルキャラクター
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業 種

具体的な取組概要

平成26年に農林水産省の「強
い農業づくり補助金」を活用して
馬鈴薯の貯蔵施設（冷蔵倉庫）
を新設し高効率の自然冷媒冷凍
機を導入するとともに、既設の倉
庫（１棟）にも地上ダクトを配し冷
熱を供給しました。これにより、新設

（4,000ｔ）、既設（4,000ｔ）の貯
蔵庫の細やかな管理が可能とな
りました。また、野菜洗浄に使う毎
分10ｔもの地下水を汲み上げる
ポンプにインバーターを設け水量
制御を行いました。

馬鈴薯は光（蛍光灯も含む）に
当たると、緑色に変色（緑化）す
ることから、照明を一般の蛍光灯
より緑化をしづらくするＬＥＤ灯に
交換するとともに経費を削減しま
した。

農業協同組合

【会社情報】

■所在地／〒089-1241 
　　　　　帯広市大正本町東1条2丁目１
■代表者／代表理事組合長　𠮷田 伸行
■お問い合わせ／TEL 0155-64-5211
■URL／
　http://www.ja-taisho.com/

当農協のエリアは、総じて畑作農業
に適しており、小麦、豆類、馬鈴薯、
甜菜、大根、長いも等を主要作物と
し、耕地の整備大型化によって大規
模機械化農業が可能な地域となって
います。
特に、平成19年に地域団体商標に登
録された「大正メークイン」「大正だい
こん」「大正長いも」は、生産者の努
力と当農協の厳格な品質管理のもと
生産・販売量の拡大を図っています。

冷凍機の導入により
馬鈴薯の品質を管理

照明をＬＥＤ化し
馬鈴薯の緑化を防止

帯広市

ダクトにより冷熱を供給

自然冷媒冷凍機

貯蔵庫内のLED灯

燃料
転換 空調 ESCO EMS照明高効率

機器
補助金
活用

馬鈴薯の貯蔵庫には緑化をしづ
らくするために、照明のＬＥＤ化は
有効です。また、高所に設置され
ている蛍光管の交換作業は危険
が伴うことから、安全のためにも
長寿命のＬＥＤ灯を導入するメリッ
トがあります。

長寿命のＬＥＤ灯の導入

汲み上げポンプにインバーターを
導入したことで、高い省エネ効果
が得られました。野菜の洗浄など
に大量の地下水を活用している
施設の省エネにはポンプのイン
バーター化が効果的です。

ポンプのインバーター化
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DATA▶省エネ効果

株式会社萬世閣

高温の温泉熱を多段階で回収し
高効率の熱回収を実現

● 当社は北海道内に３施設を有し
省エネ法の特定事業者に指定
されています。定山渓万世閣ホ
テルミリオーネはその中でも最大
の施設であり、毎年大きなエネル
ギーを消費しています。

● 新築時よりコージェネレーション
設備を導入し省エネルギーには
配慮してきましたが、過去に燃料
費高騰などの経緯も有り、維持
管理費用も高額なことから、平
成17年から休止していました。ま
た、老朽化に伴う故障等も頻発
する状況にあり、省エネ効果は
低下していました。

●操業時から、当ホテルで使用す
る高温（75℃以上）の温泉水の
熱源を使い切るシステムの導入
が永年の夢でもありました。

● 温泉施設は設備の老朽化が通
常の施設よりも早く、更新設備は
効果を高めるためにより効率的
な省エネ設備となりがちで、投資
額も大きくなることから、タイミング
よく効率的な補助金を活用し、い
かに投資額を抑えるかが課題と
なっていました。

● 設備や施設の管理には、若手社
員を専属に配置し、現状の把握
や具体的な省エネ対策の検討
を専門業者と一緒に実施。当該
事業にも計画時から参画してお
り、当社省エネ・プロジェクト・メン
バーと㈱マキタ設計事務所（管
理監修）及び池田煖房工業㈱

（設計施工）とが１年にわたり協
議を重ね総合制御システムに改
修しました。

● 温泉施設は設備の老朽化が通
常の施設よりも激しいことから、
補助金を活用し初期投資額を抑
えながら、順次省エネ機器の導

入を図っていきます。
● 先の震災以降、照明・空調の省

エネに理解が得られて来ている
中で、アジア圏の外国人旅行客
の増加により、エネルギー事情の
良好な日本では電気や水、お湯
などが「使い放題」のように思わ
れている節もあり、多国語での表
記や案内により、省エネに対する
協力を呼び掛けていきます。

取組の経緯 省エネバリアとその克服

今後の取組計画

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500

2,210.8kL

1,895.1kL
14.3%
削 減

設備導入

■カスケード式熱利用
資源やエネルギーを利用すると
品質が下がるが、その下がった
品質レベルに応じて何度も多段
的（カスケード的）に利用するこ
とです。当ホテルの場合、75℃
以上の高温の温泉を給湯補給
水予熱槽の加熱に利用し中温
槽に導入。この中温槽の熱源を
ヒートポンプの暖房運転用熱源
に利用した後、50℃程度に調
温された温泉を源泉かけ流し用
としてそのまま利用しています。

ことばチェック！

■省エネルギー効果（エネルギー使用量） 
　エネルギー効果バランス図

（原油換算）

導入前
（平成25年度）

導入後
（平成28年度）

■投資効果
 ● 投資回収年数は８年を予定
　
■活用補助金
 ● 地域工場・中小企業等の省エネルギー設備
　導入補助金（経済産業省）

運用改善

（kL）
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業 種

具体的な取組概要

高温の温泉熱を、熱交換器を介
して給湯補給水の予熱と水熱源
ヒートポンプの暖房運転用温熱
源として利用し、温水機の加熱負
荷を削減しました。既存の高温温
泉槽２基を高温槽と中温槽に温
度区分し、さらに低温温泉槽を新
設して各段階で熱回収をしました。

更新したヒートポンプはインバー
ターを備え、冷房負荷状況や冷
水･冷却水温度情報を基に、最も
効率的な運転を行います。
温熱源として、高温の温泉熱と常
時排水されているかけ流しの温泉
排湯熱からプレート式熱交換器を
利用して採熱し、高効率な運転を
行っています。
排湯には異物・汚れが含まれてい
るため、それが熱交換機内部に

付着堆積し効率を大きく低下させ
ることが問題となりますが、排湯
汲上ポンプを2系統にし、配管に
ヘアーキャッチャーを配置して交
互に運転することで異物付着を
減らすことができました。

負荷に合わせた可変流量運転を
行うため、冷温水ポンプ、温水ポ
ンプ、温泉ポンプなど合計１２台
にインバーターを取り付けました。

宿泊業

【会社情報】

■所在地／〒049-5721 
　　　　　虻田郡洞爺湖町洞爺湖温泉21番地
■代表者／代表取締役    濱野 清正
■お問い合わせ／TEL 0142-73-3500
■URL／
　http://www.manseikaku-hotels.co.jp

昭和16年に洞爺湖温泉にて温泉
旅館を創業。その後、登別温泉、定
山渓温泉に温泉旅館を開業し、北
海道屈指の温泉旅館チェーンを展
開しています。
常に革新していく伝統と歴史の中で

“日常生活よりもワンランク上の体
験”と“何か特別なときには万世閣”
という安心感と満足感をご提供し
たいと念願しています。

温泉熱のカスケード式
熱利用

水熱源ヒートポンプを
利用した冷房・暖房運転

ポンプの可変流量
制御システム

負荷に合わせた可変流量運転を
行うことは、24時間運転の系統
が多く電動機の電気容量も大き
いという温泉ホテルの特性上、大
きな効果が期待できます。

ポンプのインバーター化

温度･流量･電力量などを継続的
に精緻に監視をすることで、館内
環境の変化や温泉水供給温度
の変化などもリアルタイムで把握
し、適切な調整を実施することが
できます。

中央監視装置の設置

専門業者による遠隔監視および
エネルギーデータの蓄積･分析も
実施し、複数チェックによる確実
性が担保されるとともに、実績評
価も逐次実施。継続的な監視を
することで、設置機器類の状態
の把握による予防管理の観点か
らの維持管理が可能となります。

エネルギーデータの蓄積・分析

洞爺湖町

照明 燃料
転換 ESCO EMS高効率

機器
補助金
活用

ヘアーキャッチャー

空調
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DATA▶省エネ効果

鶴雅リゾート株式会社
（株式会社網走北天の丘）

熱回収を効率的に行い空調、温泉で
利用して重油使用量を削減

●温泉水が冷泉であり、運営コス
トに占めるエネルギーの経費も
かなり多く、エネルギー経費の
削減が課題となっていました。加
えて、空調設備の老朽化でトラ
ブルが多く、年々改修費用が嵩
み、重油から新たなエネルギーシ
ステムへの転換を模索していま
した。

●特に、空調に関しては、季節ごと
に全館切替になることから切替
時期の判断が難しく、お客様から
の苦情が多かったことから、お客
様の満足度が高い空調システ
ムの導入を検討しました。また、
電気の省エネ化は照明を一部
LED化していましたが、今回主要
なエネルギーを電気に変更するこ
となどから、全館のLED化を実施
することで、電力消費量も抑え更
なる省エネ化を図りました。

● どうすれば省エネができるかにつ
いての情報が不足しているほか、
省エネルギー機器の情報が少な
いと感じます。

● 省エネに活用可能なエネルギー
に限界を感じているが、幅広くエ
ネルギー機器の勉強をして、当
施設に合ったエネルギーの使用
を考えていきたい。

● 井戸水などを活用することで、空
水冷熱源ヒートポンプのさらなる
効率化を検討しているほか、運
用面では、温泉温度を厳格に
管理することで、よりエネルギー
の使用を抑えることを検討して
います。

取組の経緯 省エネバリアとその克服

今後の取組計画

制御画面

運用改善 設備導入

■ヒートポンプ
少ない投入エネルギーで、空気
中などから熱を集めて、大きな熱
エネルギーとして利用する技術
です。日本で販売されている最
新のヒートポンプエアコンは１の
投入エネルギーで７の熱エネル
ギーを得ることができるといわれ
ており、高効率なので電気の消
費量は大幅に削減できます。

ことばチェック！

0 500 750 1,000250

817.8kL

721.6kL
11.7%
削 減

■ 省エネルギー効果（エネルギー使用量） 
　 エネルギー効果バランス図

（原油換算）

導入前
（平成27年度）

導入後
（平成28年度）

■投資効果
 ● 機器類の法定耐用年数15年間では

878.0kL／億円の効果

■活用補助金
 ● エネルギー使用合理化事業者支援補助金
　（経済産業省）

（kL）
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業 種

具体的な取組概要

燃料
転換

冷房や機械室から出る排熱を回
収し冷泉の加温をするため、道内
で初めて空水冷熱源ヒートポン
プと空気熱源ヒートポンプを導入
しました。また、ボイラー関連設備
の熱の放散を防ぐため、蒸気ヘッ
ダー裸弁に省エネジャケットによ
る断熱工事も実施しました。

客室の空調方式を全館切替の
中央方式から個別分散方式に変
更し、９つの各室系統ごとに温度
管理を可能にしました。

照明は調光式LED灯を導入し電
力消費量の低減を実現しました。
ホテルの照明器具は天井高にあ
ることも多いので、長寿命なLED
照明は交換頻度が圧倒的に軽減
し運用面でかなり楽になりました。

宿泊業

【会社情報】

■所在地／〒099-2421 
　　　　　網走市呼人159番地
■代表者／代表取締役    大西 雅之
■お問い合わせ／TEL 0152-48-3211
■URL／
　http://www.hokutennooka.com

創業地である阿寒湖温泉にテイス
トの異なる複数のホテル・旅館を展
開しているほか、北海道に12の温
泉旅館を展開しています。
2009年3月から温泉熱を回収すると
ともにヒートポンプとの総合利用を
行い、年間重油消費量を削減しよ
うとする「鶴雅グループ省エネ改革 
ゼロカーボンプロジェクト」を実施し
ています。

排熱を回収し活用 空調を個別分散方式
に変更

照明のLED化

空気熱源ヒートポンプは、大型施
設にあるボイラー室などから25℃
前後の排熱を回収できます。ま
た、空水冷熱源ヒートポンプシス
テムは全国的にも設置例が少な
く、これまで温泉の熱源を活用で
きないと考えていた冷泉のホテル
等でも熱回収システムとして期待
できます。

熱回収システムとして期待

空水冷熱源ヒートポンプ（室外ユニット）

省エネジャケット

網走市

空気熱源ヒートポンプ

ESCO EMS照明高効率
機器

補助金
活用空調
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DATA▶省エネ効果

株式会社アンビックス
（札幌北広島クラッセホテル）

ESCO事業の導入により
空調設備等を最適にコントロール

●空調や給湯に重油ボイラーを使
用していましたが、重油価格の
高騰から燃料費の増大が課題
となっていました。そこで、暖冷房
には空気熱源ヒートポンプチラー
を、給湯には業務用エコキュート
を導入しました。また、排湯の熱
を利用する排熱回収ヒートポン
プも導入し、環境や省エネルギー
に配慮した熱源システムの構築
を目指しました。

● 消耗品は運営会社で交換します
が、設備交換等はオーナーの意
向に沿って実施しますので、両者
の利害が合致することが重要と
なります。ESCO事業の導入の
際も、設備会社のアズビル㈱の
技術者が導入の利点などを両者
に説明し、理解を得て導入となり
ました。

● 2台の蒸気ボイラーは当初から
設置されているもので、約25年
稼働しています。また、負荷に対
して能力が過大となっていること
から、将来的には負荷に対応し
たボイラーの導入が必要と考え
ています。

● 照明はできるところからLED化し
ていますが、高い天井や調光が

必要な照明等はまだ残っていま
すので、順次LED化を進めてい
きたいと思っています。

取組の経緯 省エネバリアとその克服

今後の取組計画

空冷ヒートポンプチラー

設備導入

25.0%
削 減

■ESCO事業
省エネルギーに関する包括的
なサービスを提供することで、お
客様の利益と地球環境の保全
に貢献します。省エネルギー効
果の保証等により、お客様の省
エネルギー効果の一部を報酬
として受取るビジネスで、すべて
の費用（建設費、金利、ESCO
事業者の経費）を省エネルギー
改修で実現する光熱水費の
削減分等で賄うことを基本とし
ています（「Energy Service 
Company」事業）。

ことばチェック！

■省エネルギー効果（エネルギー使用量） 
　エネルギー効果バランス図

導入前
平成21年度から
23年度の平均

導入後
（平成24年度）

■投資効果
 ● ESCO事業のため投資回収年は7年
　（契約年数）
 ● CO2排出量は約20％削減

■活用補助金
 ● ネット・ゼロ・エネルギー・ビル実証事業
　（経済産業省）

運用改善

（原油換算） （kL）

（ ）
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業 種

具体的な取組概要

冷暖房には－25℃対応の寒冷
地向け空気熱源ヒートポンプチ
ラー、給湯には業務用エコキュー
トにそれぞれ重油ボイラーを組み
合わせたハイブリッド方式を採用
し、排湯の熱を利用する排熱回
収ヒートポンプも導入しました。既
存の重油焚蒸気ボイラーと組み
合わせることで、外気温の低い時
でも能力の低下や機器トラブルが
起こらないようなシステムを構築し
ました。

ホテル棟は冬にエネルギー使用
のピークが、クラブハウスは夏に
ピークになることから、夏期から冬
期までの期間は空気熱源ヒートポ
ンプチラーによる運転をメインに、
冬期は空気熱源ヒートポンプチ
ラーと重油焚蒸気ボイラーの併

用による運転としています。

空調機・ポンプなどはインバーター
制御導入による電力負荷の低
減、最適外気取入量制御による
外気負荷の低減、熱源設備、空
調設備等を最適にコントロールす
るEMSおよびESCO事業の導
入により、運用改善でも大きな効
果を出しています。　

これまでは、温浴棟の設備の稼
働状況を施設管理者が把握でき
ていませんでしたが、EMSに温浴
棟側の機器稼働状況の監視を
追加したことから、新規で温浴棟
に設置したヒートポンプ機器と、
既存の熱源機、ホテル棟からの
蒸気供給が、最も効率よく運転す
ることが可能となりました。

宿泊業

【会社情報】

■所在地／〒061-1101 
　　　　　北広島市中の沢316-1
■代表者／代表取締役　前川 二郎
■お問い合わせ／TEL 011-373-3800
■URL／
　http://kitahiroshima.classe-hotel.com

札幌北広島クラッセホテルは、「北
海道の森に包まれたリゾートホテ
ル」をコンセプトに2008年4月にリ
ニューアルオープンしました。四季
折々の大自然を一年を通じて愉し
める贅に満ちたお部屋やワンランク
上のシーンを演出する多彩なバリ
エーションのリゾート空間を、全国は
もとより海外からの利用者へも提
供しています。

ハイブリッド方式を採用

運転制御

負荷のコントロール

建物間統合制御
システム

夏期は電気をメインに運転し、冬
期はピーク対応として、燃焼系を
加えることにより立ち上がりが早く
なる空気熱源ヒートポンプチラー
と既設の重油焚蒸気ボイラーの
併用による運転としています。

既存設備との併用運転

北広島市

既存の中央監視に省エネプログ
ラムを追加したＥＳＣＯ監視装置
はピーク対策として十分活用でき
ています。

ピーク対策のESCO監視装置

ESCO監視装置

照明 ESCO EMS 補助金
活用

高効率
機器 空調燃料

転換
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DATA▶省エネ効果

株式会社釧路河畔開発公社
（釧路フィッシャーマンズワーフMOO）

無料省エネ診断で提案された事項を
計画的に実践し大幅な省エネ

● 釧路市の財政が年々厳しくなる
中、経費削減のため、エネルギー
管理統括者の副市長のもと、「釧
路市省エネルギー推進委員会」
が平成23年に組織されました。
市の省エネルギーについて、中期
目標や単年度目標が設定され、
職員の教育や啓発も実施される
中で、当該施設の省エネは喫緊
の課題となっておりました。

● 20年以上経過した設備の更新
計画を策定し、省エネルギーセン
ターの無料省エネ診断を平成
23年1月に受けていたところ、同
年3月の東日本大震災で当施設
の地下が浸水しボイラーや電気
設備等が被災しました。復旧で
は省エネ診断結果を活かして効
率の良い設備を念頭に更新しま
した。

● 釧路市の財政状況が厳しい中、
省エネ予算の確保が難しいこと
が大きな課題です。このような
中、どうすれば省エネができるか、
どのような装置に更新すると何
年で回収できるか等の省エネに
関する情報が不足していると感じ
ています。

● 被災設備の復旧の際、震災前
に省エネルギーセンターの省エネ
診断を実施していたことが大変
役に立ちました。

● 省エネルギーセンターの診断報
告書で提案されている事項は
ほとんど実施済みですが、今後
は室内への取入外気量の低減

（ファンのインバーター化）を実
施したいと考えています。

取組の経緯 省エネバリアとその克服

今後の取組計画
■デマンド監視装置
最大需要電力（デマンド値）を
計測し、設定した目標値を超過
しそうになると警報を発する装
置です。警報が出た場合、負荷
設備を停止することで最大需
要電力を抑制し、契約電力を下
げることができます。

ことばチェック！

インバーター装置付ポンプ

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000

46,405kL

29,662kL
36.1%
削 減

■省エネルギー効果（エネルギー使用量） 
　エネルギー効果バランス図

（原油換算）　（※温水プールの廃止効果を含む）

導入前
（平成21年度）

■投資効果
 ● 投資回収年数は約５年を予定
 ● 照明をLED灯に交換したことで８万kWから

３.１万kWに減少

設備導入運用改善

（kL）

導入後
平成24年度から
27年度の平均（ ）
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業 種

具体的な取組概要

震災前の１月に省エネルギーセン
ターの省エネ診断を実施していた
ことから、この診断報告書に基づ
き、蒸気ボイラーのバーナー、冷
温水発生機、中央監視装置を更
新しました。この際、冷温水発生
機のポンプ30kWにインバーター
装置を導入するとともに、蒸気
ヘッダー裸弁に省エネジャケットに
よる断熱工事も実施しました。

従来、蛍光管2本だった１、２階の
通路照明を、平成26年に直管形
LED1本のみに交換したほか、バ
スレーンや鶴のイルミネーションも
LED化しました。平成28年にはトイ
レ照明に人感センサーを導入しま
した。

最大需要電力を抑制し契約電力
を下げることを目的に、デマンド監
視装置を導入し最大電力のコント
ロールを実施しています。

不動産賃貸業・管理業

【会社情報】

■所在地／〒085-0016 
　　　　　釧路市錦町２－４
■代表者／代表取締役社長    中野 喜久雄
■お問い合わせ／TEL 0154-23-0600
■URL／
　http://www.moo946.com/

名前はサンフランシスコのフィッシャー
マンズワーフに由来し、MOOは
Marine Our Oasisの略。複合商業施
設で、地場系の水産店と土産物店・
飲食店などの「釧路MOO市場」、ハ
ローワークや釧路市役所の一部部署
を移転させた「MOO内庁舎」、テナン
ト区画を数坪程度の面積に小分けさ
せた飲食店フロアがあります。

被災設備の更新 照明のＬＥＤ化

デマンド監視装置の導入

ボイラー室の配管に省エネジャ
ケットを導入したことで、ボイラー
室が寒くなるくらい省エネ効果が
ありました（現在は、ボイラー室の
温度調整のため一部ジャケットを
外しています）。

省エネジャケットの導入

ポンプのインバーターは場所さえ
あれば導入でき、省エネ効果も見
込めます。

ポンプのインバーター導入

人感センサーの導入は、少ない経
費で成果が目に見えることから導
入しやすいと思います。

人感センサーの導入

中央監視装置

デマンド監視装置

釧路市

省エネジャケット

燃料
転換

補助金
活用空調 ESCO EMS照明高効率

機器
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DATA▶省エネ効果

東武緑地株式会社
（ゆにガーデン）

前年の活動をベースに
スタッフ全員で省エネ活動を継続

●当社は、環境に優しい企業活
動として、「節電」「節エネ」「節
CO₂」を通して、最大の地球温暖
化原因と言われているCO₂削減
を目指しています。

●当施設では、入場したお客様は
エントランスフロアを通り抜けてフ
ラワーガーデンに向いますが、以
前は常に空調を入れたまま、扉が
開閉するたびに冷気が外に流れ
出ていたことなどから、施設の大き
さの割にはエネルギー消費量が
多く、広い園内を管理するために
は各施設の電力使用量やデマン

ド値を把握したうえでの計画的な
対策が不可欠と考えていました。

● 問題は電力データの通信環境で
した。以前、他社のデマンド監視
システムの導入を試みましたが、
データ通信がうまくいかず断念し
た経緯があります。このような中、
日本テクノ㈱からの提案で電力
情報をリアルタイムに表示する
装置（ERIA）を確認したところ、
問題なく送受信できることがわ
かったことから導入しました。

● 「ERIA」導入から4年目。引き続
き、前年の活動をベースに、スタッ
フ全員で省エネ活動を継続させ
ております。レストランで使用する
オーブンの予熱など、時間調整が
可能なものはピークの時間からず
らして立ち上げるなど、個々の設
備の使い方も見直しています。

●今後は、ガスや水道代など、電気
以外の部分にも目を向けて、総
合的な省エネ管理をしていきたい
と考えています。 考えられること
は何でも積極的に取り組んでい
きたいと思っています。　

取組の経緯

省エネバリアとその克服

今後の取組計画

エントランス付近の売店

デマンド監視装置

設備導入運用改善

0 100,000 200,000 300,000

287,322kWh

184,208kWh
35.8%
削 減

■省エネルギー効果（電力使用量） 
　エネルギー効果バランス図

導入前
（平成23年度）

導入後
（平成24年度）

■投資効果
 ● 契約電力は249kWから139kWに減少

（kWh）
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業 種

具体的な取組概要

「ERIA」の導入をきっかけに、ス
タッフの協力を得ながらさまざまな
省エネ活動に取り組んできました。

「ERIA」で確認したエネルギー使
用量をもとに一日の目標を立て、
その数値を例年の来客数や気温
に合わせて時間ごとに割り振って
いく「冷房」「照明」「換気」のス
ケジュール表を作成し、冷房と照
明、換気の時間を施設ごとに決め
て各部署に配布しています。ただ
し、目標値はあくまでも目安であり
少し厳しく設定して、状況に合わ
せて対応できるようにしています。 
スケジュール表の配布とともに、
各部署での担当者も決め、空調・
照明のオンオフ、窓の開閉を担当
制にすることで、一人ひとりのス
タッフに責任感が生まれました。

電気の「見える化」により省エネ
意識を強くもつようになると、様々
な工夫が生まれるようになりまし
た。 開園前に室内にこもった暖
気を外気と入れ換えてから冷房を
入れることや、室温の設定も入口
付近は弱めに、ショップやレストラ
ンなどお客様が長く滞在する場
所は強めにするなど工夫するよう
になっています。また、エントランス
フロアは、排煙窓を開けて通気性
を向上させることで、空調の稼働
時間を短くしたり、事務所や休憩
室などバックヤードでは、天井の
点検口を開けて空気を循環した
り、熱がこもりやすい天井の温度
を下げるとともに、空調への負荷
も抑える工夫を実践しています。

娯楽業（公園）

【会社情報】

■所在地／〒069-1218 
　　　　　夕張郡由仁町伏見134-2
■代表者／取締役社長　平野 通郎
■お問い合わせ／TEL 0123-82-2001
■URL／
　http://www.yuni-garden.co.jp/

北海道夕張郡にある日本最大級の
英国風フラワーガーデン。 4月末か
ら10月下旬までの開園期間には、
サクラ、ユリ、アジサイ、リナリア、コ
スモスなど、季節ごとにさまざまな
花々が咲き誇ります。園内にはレス
トラン、ショップなどが併設、ライブ
や料理体験などのイベントも楽しめ
るほか、花いっぱいの園内での結
婚式も好評を博しています。

見える化で一日の
スケジュールを管理 見える化による工夫

以前は、水道のタンクに水を送る
ポンプが自動設定されていたこと
から、水量が減ると自動的にタン
クを満杯にする仕組みになってい
ましたが、タンクの容量には余裕
があり常に満杯にしておく必要は
ないことから、自動運転を止めて
夜間にまとめて水を貯めるよう変
更しました。変更によって、昼間は
デマンド値を気にせず、空調や照
明を優先的に使用することができ
るようになりました。

水道タンクの仕組みの変更

空調・照明のオンオフ、窓の開閉
を担当制にすることで、一人ひと
りのスタッフに責任感が生まれ
ました。担当制を導入した当初
は指示により動いていましたが、
徐々に天気や気温などをみながら
それぞれが判断するようになりま
した。

担当制導入による責任感

由仁町

照明高効率
機器

燃料
転換

補助金
活用空調 ESCO EMS
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DATA▶省エネ効果

苫小牧緑化開発株式会社
（ブルックスカントリークラブ）

初期投資ゼロの“レンタル”で
設備導入し大幅な省エネ

● クラブハウスは常に“明るく快適”
が基本となっており、ゴルフ場と
いうリゾート施設の特性上、省エ
ネ活動は難しいとみられていた一
方で、使用するエネルギーはでき
る限り削減したいと常々考えてい
ました。

● 12月から3月中ごろまでは休業す
る季節稼動なので、特に、シーズ
ン中のエネルギーの基本使用量
の削減が課題となっていました。

「デマンド」などの基本的な仕
組みも良く分かっていなかったこ
とから、省エネに関しどこから手を

つけていいか迷っていたところ、
日本テクノ㈱から「デマンド閲覧
サービス」の提案があり導入する
ことによって、省エネに取り組む
姿勢が大きく変化したと感じてい
ます。

● お客様サービスなので、「従来か
らのやり方を変えることへの抵
抗」があり、省エネへの関心が欠
けていました。いろいろなことに取
り組み、また、担当者の意思疎通
を密にしたことで、お客様への影
響のない範囲で省エネに取り組
み、成果を出すことができました。

●平成28年のシーズン前に、照明
全てを㈱ネクシィーズから提案
があった初期投資がないレンタ
ルでＬＥＤに交換しました。省エネ
情報が少ないと感じていますので
このような提案は助かりました。

● どの時間帯にデマンドピークが来
るのか、その傾向が分かったこと
で、対策が立てられるようになりま
したが、それでも夏は連絡と連携
が重要になります。これまでは、
前日の最大デマンド値を貼り出
すだけでしたが、朝礼でも情報を
共有し、取り組みを徹底していき
たいと思っています。 

取組の経緯

省エネバリアとその克服

今後の取組計画

デマンド監視装置

スマートクロック

運用改善

0 100,000 200,000 300,000

268,488kWh

221,005kWh
17.6%
削 減

■省エネルギー効果（電力使用量） 
　エネルギー効果バランス図

導入前
（平成27年度）

導入後
（平成28年度）

■投資効果
 ● 照明のLED化により照明の電気料金は
　約1/4になる見込み

設備導入

（kWh）
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業 種

具体的な取組概要

デマンドピークの原因を探っている
と、コースにあるスプリンクラーが
回っている時間帯と重なることが
分かりました。スプリンクラーの管
理棟は少し離れた場所にあり、ク
ラブハウスからは直接稼動が確認
できないため、ピーク時間帯になる
と管理棟へ連絡します。スプリン
クラーの稼働状況を確認し、稼動
していなければクラブハウス内に
原因があるので、対応する範囲を
広げるといった基準にしています。 

平成28年のシーズン前に約1,000
個ある照明全てを初期投資がな
いレンタルでＬＥＤに交換しまし
た。これまでは毎年のように発生
していた電球の交換作業がなく
なったほか、シーズン途中ですが、
大幅な電気料金の削減になると
予想しています。

娯楽業（ゴルフ場）

【会社情報】

■所在地／〒059-1365 
　　　　　苫小牧市字植苗437
■代表者／代表取締役    塚田 雅夫
■お問い合わせ／TEL 0144-58-3211
■URL／
　http://www.brooks-c.com

50万坪というスケールの大きさと豊
かな緑、そして自然の穏やかな起伏
を生かしたコースが特徴のゴルフ場
です。札幌オープンや北海道オー
プンゴルフ選手権など、4年連続で
トーナメントが開催される名コース
で、安定したコンディションには定
評があります。新千歳空港から15分
という好立地で、ビギナーからマス
ターまで幅広いニーズに応えます。

館内のデマンドピーク
対策

スプリンクラーの
稼動確認

照明のLED化

導入後の社内勉強会には各部
署の代表者が参加し、電気料金
の仕組みや省エネ活動の基礎
について情報が共有されました。
警報が鳴ったらすぐに事務所か
ら各部署へ内線連絡を入れるな
ど、対応手順がその場で決められ
ました。

省エネ情報活動の共有

継続したデマンド対策によりスタッ
フにも省エネ意識が芽生え、電動
カートの充電を夜間に行うように
なったほか、これまでは日中でもつ
けていたカート置き場の外灯も消
すようになるなど、警報時以外で
も省エネ行動がみられるようにな
りました。

省エネ意識の芽生え

苫小牧市

高効率
機器

燃料
転換

補助金
活用空調 ESCO EMS照明

「ERIA」とLED表示と警告音で
デマンド値を知らせる「SMART 
CLOCK」を平成25年5月に導入
しました。デマンド閲覧サービスで
確認すると、警報は週末のクラブ
ハウスにプレーヤーが戻る時間
帯の13時～15時に集中していま
した。
対策を検討した結果、レストラン
の厨房にある冷凍・冷蔵庫や、サ
ウナのボイラーなどは、5分～10
分程度であれば止めても問題の
ないことが分かったことから、ホワ
イトボードに前日のデマンド値を書
き出すことで、スタッフに省エネを
意識してもらうよう工夫しました。ま
た、レストランには窓が多くあり外
気温がそれほど高くなければ、空
調稼動から窓の開放に切替えた
り、風呂の脱衣所の空調をラウン
ド中は止めるか弱めに設定するこ
ととしました。
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省エネルギー・新エネルギー関係情報

節電・省エネ事例 虎の巻

　省エネルギー、新エネルギーに関する政策動向や各種イベ
ント、補助制度等の情報をウェブサイトで公開しています。
　是非ご活用ください。

　北海道内の企業・団体等が節電・省エネに取り組み、成果
を上げている事例をウェブサイトで紹介しており、「業種」「運
用改善／設備導入」「対象設備」「サポート事業者」で検索
できます。

http://www.hkd.meti.go.jp/information/energy/

http://www.hkd.meti.go.jp/hokne/setsuden/

冊子版のダウンロードはこちらから http://www.hkd.meti.go.jp/hokne/setsuden_book/

省エネルギー 北海道経済産業局

節電・省エネ事例虎の巻



《 お問い合せ先 》

経済産業省北海道経済産業局  資源エネルギー環境部  エネルギー対策課
〒060-0808 札幌市北区北8条西2丁目  札幌第1合同庁舎4階（南側）

TEL：011-709-2311（内線2635、2636）　FAX：011-726-7474

E-mail：hokkaido-energy@meti.go.jp
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